
新
島
書
簡
紹
介

新
収
蔵

『
拝
啓
此
度
は
不
図
も
大
人
に
拝
眉
を
得
し
ハ
幸
甚

之
至
卜
奉
存
候
昨
日
も
天
気
も
能
く
御
帰
宅
之
事
と

存
し
奉
賀
候
其
後
少
々
吹
出
し
候
問
早
速
奉
呈
御
覧

候
御
加
筆
可
被
下
候

先
奉
呈
の
仰
見
る
云
々
の
句
に
付
少
々
別

二
考
る
所
あ
り

仰
き
見
北
雲
も
こ
こ
て
は
眼
の
下
に

此
の
下
の
字
は
用
ひ
て
は
不
相
成
候
哉
御

(
と
?
)

伺
申
上
候
又
仰
見
北
は
申
は
き
の
ふ
見
た

の
意
に
候
得
共
此
も
不
適
当
に
候
哉
御
伺

申
上
候

(
中
略
)

八
月
七
日

乞乙
瓢
大
人
之

叱
正

君
初
皆
々
様
二
宜
し
く
御
致
声
可
被
下
候

愚
妻
事
も
本
十
三
日
ニ
ハ
当
所
二
参
リ
可
申

候
』

明
治
二
十
一
年
八
月
七
日
付
、
伊
香
保
の
千
明

別
荘
に
て
静
養
中
の
新
島
襄
よ
り
群
馬
西
勢
多

郡
黒
保
根
村
の
新
井
乙
瓢
宛

社
史
史
料
編
集
所

中
、
志
は
し
待
て
野
地
の
む
ら
さ
め
晴
る
る
な
り
、
と

あ
る
)
小
生
之
心
配
致
居
リ
又
早
晩
赦
免
二
及
へ

し
と
存
候
間
御
安
心
之
為
鼠
し
上
候
訳
な
り
何
卒
少

し
く
御
待
合
セ
余
り
早
マ
リ
去
就
を
決
せ
さ
る
様
御

注
意
有
之
度
候
昨
日
ハ
土
倉
氏
尋
呉
候
問
鳥
居
坂
二

参
る
趣
昌
候
問
同
氏
二
伝
言
い
た
し
重
ね
て
貴
君
云

々
之
事
ハ
申
含
候
今
少
し
く
忍
て
赤
城
山
上
之
月

に
吟
し
賜
ハ
ん
事
小
生
之
切
望
す
る
所
二
候
序
二
申

上
候
二
貴
君
之
事
ハ
已
二
知
事
佐
藤
氏
よ
り
も
上
申

相
成
候
よ
し
已
右
等
之
手
続
も
有
之
候
得
は
貴
君
に

も
長
く
天
道
是
非
之
問
題
ハ
御
発
言
あ
る
に
及
ま
し

と
存
候
生
日
ク
天
道
是
也
矣
卜
人
生
存
命
中
不
幸
二

し
て
天
道
之
是
な
る
を
味
ハ
さ
る
人
も
有
之
候
得
共

天
道
之
是
な
る
ハ
古
今
史
上
歴
々
見
る
へ
く
候
へ
ハ

小
生
ハ
至
大
困
難
中
二
も
天
道
之
尚
是
な
る
を
信
し

又
之
を
断
言
し
従
容
と
し
て
世
に
処
す
へ
し
と
覚
悟

を
定
め
居
候
小
生
ニ
ハ
基
督
之
教
を
奉
せ
し
よ
り
爾

来
此
確
乎
た
る
覚
悟
を
得
此
十
有
ヨ
年
問
種
々
百
般

之
困
難
二
遭
逢
す
る
も
少
し
く
余
猶
あ
り
し
ハ
偏
に

『
再
回
之
御
書
落
掌
致
し
候
前
早
く
已
二
鳥
居
坂
二

参
リ
貴
君
赦
免
之
事
ハ
頼
ミ
申
置
き
又
古
沢
氏
に
も

面
会
周
旋
す
へ
き
旨
依
頼
し
置
候
前
書
別
二
陳
述
は

致
し
不
申
候
得
共
暗
々
裏
に
発
句
中
二
(
註
、
明
治

二
十
一
年
九
月
二
十
七
日
付
の
新
井
毫
宛
新
島
書
簡
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此
覚
悟
を
得
九
る
に
依
る
な
り
と
存
候
古
人
之
天
命

を
楽
む
と
ハ
矢
張
此
等
之
覚
悟
を
得
た
る
事
な
る
か

貴
君
ニ
ハ
重
々
不
平
も
可
有
之
候
得
共
天
下
其
平
を

得
さ
る
は
独
君
耳
な
ら
す
水
激
す
れ
ハ
益
流
る
と

申
し
て
激
す
る
も
時
と
し
て
ハ
又
無
益
に
非
ら
す
少

し
く
忍
ひ
て
其
鋭
を
養
ひ
賜
ハ
ん
事
を
希
望
す
先
は

答
迄
如
此
也

十
月
一
日

君

明
治
二
十
一
年
十
月
一
日
付
、
東
京
麻
布
仲
之

町
二
十
番
地
粟
津
方
に
止
宿
し
て
同
志
社
大
学

設
立
募
金
の
た
め
奔
走
中
の
新
島
襄
よ
り
、
群

馬
の
新
井
毫
宛

本
姦
上
に
は
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
す
る
。

新
収
蔵
の
新
島
書
簡
は
「
新
島
先
生
書
簡
集
」
及

び
「
続
」
に
も
未
収
の
も
の
で
、
今
ま
で
知
ら
れ
て

お
ら
犬
新
井
乙
瓢
と
そ
の
息
、
毫
宛
新
書
書
簡
は

初
見
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
簡
は
、
新
島
襄
が
俳

昭
和
四
十
七
年
甚
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
都

市
の
業
者
間
の
入
札
会
で
あ
る
三
都
古
典
連
合
会
創

立
十
周
年
悪
.
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
に
、

新
島
襄
自
筆
の
書
簡
十
一
点
、
俳
句
を
書
き
連
わ
た

も
の
二
点
、
別
人
よ
り
新
井
乙
瓢
宛
害
簡
等
三
壽

十
六
点
が
桐
箱
入
巻
子
仕
立
二
巻
に
て
売
立
が
な
さ

れ
た
0
 
幸
い
に
し
て
同
志
社
の
手
に
入
っ
た
も
の
の

一
部
が
冒
頭
の
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
当
編
集
所

発
行
の
「
史
料
輩
第
六
集
」
に
掲
載
す
る
の
で
、

句
の
教
え
を
受
け
た
乙
瓢
宛
四
連
毫
宛
七
通
あ
っ

て
期
間
は
明
治
二
十
一
年
八
月
よ
り
明
治
二
十
一
一
年

十
一
月
ま
で
の
間
に
わ
た
っ
て
い
る
0
 
俳
句
の
方
は

殆
ん
ど
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
0

さ
て
新
井
乙
瓢
で
あ
る
が
「
群
馬
県
史
」
第
三
巻

の
文
芸
(
俳
諧
)
の
項
に
「
乙
瓢
、
通
称
は
新
井
左

助
。
勢
多
郡
鹿
角
の
人
。
家
、
と
貧
な
り
0
 
乙
瓢
、

志
を
起
し
て
糸
繭
貸
金
の
業
を
営
み
、
傍
ら
殖
林
に

従
事
す
。
終
に
数
十
万
の
富
を
積
む
に
至
る
。
性
義

侠
に
し
て
、
明
治
初
年
小
学
校
設
置
を
命
ぜ
ら
る
る

や
、
率
先
出
金
し
て
、
建
築
費
に
充
つ
。
又
頗
る
世

事
に
長
じ
学
者
俳
人
の
訪
問
す
る
あ
れ
ば
数
日
優
遇

し
て
其
家
に
駐
め
金
を
呈
し
て
之
を
送
り
出
す
を
例

と
す
0
 
明
治
二
十
九
年
二
月
十
一
日
残
す
。
年
七
十

五
0
 
:
:
:
」
と
あ
る
。
俳
諧
は
特
に
ど
の
門
流
で
も

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
0

次
に
そ
の
息
、
毫
で
あ
る
が
、
民
権
運
動
家
と
い

う
べ
く
、
板
垣
監
修
の
「
自
由
党
史
」
に
上
毛
自
由

党
の
主
要
メ
ン
パ
ー
と
し
て
名
を
連
わ
て
い
る
0
 
安

政
五
年
十
一
月
生
。
「
群
馬
県
誌
」
の
「
本
県
歴
代
衆

議
院
議
員
」
の
項
に
ょ
れ
ぱ
「
:
:
:
幼
時
仙
台
藩
儒
者

横
山
篤
志
に
就
て
漢
学
を
修
め
明
治
五
年
横
浜
に
出

て
河
村
敬
三
の
塾
に
英
語
を
学
び
更
に
修
文
館
に
入

り
て
ド
ク
ト
ル
.
プ
ラ
オ
ン
を
師
と
し
て
勉
学
、
同
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六
年
慶
応
義
塾
に
入
り
八
年
、
共
慣
塾
に
転
じ
九
年

卒
芙
直
に
英
語
学
校
静
知
社
を
創
設
し
校
長
と
な

る
、
十
年
興
論
誌
、
東
京
政
談
等
の
雑
誌
を
発
行
十

一
一
年
山
田
郡
大
間
々
町
に
尽
節
社
を
設
立
し
有
志
者

を
聚
め
て
国
亭
を
談
じ
次
で
国
会
開
設
請
願
委
員
と

な
り
上
京
各
県
委
員
と
共
に
国
会
期
成
同
盟
会
を
起

し
十
四
年
大
阪
に
至
り
立
憲
党
の
客
員
と
な
り
近
畿

の
間
を
奔
走
:
:
:
十
五
年
六
月
作
州
津
山
六
郡
共
立

中
学
校
長
、
・
:
・
:
十
八
年
六
月
清
国
に
渡
航
、
十
九

年
九
月
帰
朝
・
・
・
・
:
(
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
地
租
軽
減
、

言
論
集
会
の
自
由
、
外
交
策
の
娩
回
の
)
三
大
事
件

建
白
、
廿
年
十
二
月
(
一
一
十
四
日
)
保
安
条
例
に
ょ

り
退
京
:
:
:
二
十
一
年
十
一
月
特
赦
:
:
:
」
と
あ

り
、
明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
の
第
一
回
、
明
治
二

十
七
年
三
月
一
日
の
第
三
回
、
明
治
二
十
七
年
九
月

五
日
の
第
四
回
衆
議
院
選
挙
に
当
選
し
て
い
る
。

、し

(
新
井
毫
の
保
安
条
例
赦
免
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

新
島
襄
が
東
京
麻
生
島
居
坂
の
当
時
農
商
務
相
で
あ

つ
た
井
上
馨
に
頼
ん
だ
り
し
九
こ
と
が
今
度
の
書
簡

で
わ
か
っ
て
興
味
深
い
。
)
毫
は
そ
の
後
群
馬
県
農
工

銀
行
取
締
役
と
な
り
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十

四
日
、
清
国
漫
遊
の
途
次
、
播
磨
雌
家
島
沖
に
て
乗

船
平
安
丸
よ
り
入
水
、
四
十
五
才
で
そ
の
生
涯
を
閉

じ
九
0
 
入
水
に
つ
い
て
明
治
三
十
五
年
十
一
月
二
十

七
日
の
大
阪
毎
日
新
聞
に
記
事
が
あ
り
、
ま
た
、
十

二
月
一
日
号
に
も
死
因
に
つ
い
て
記
事
が
あ
る
が
、

死
因
は
不
明
と
あ
る
。
記
事
は
さ
ら
に
、
乗
船
前
京

都
に
某
未
亡
人
を
訪
ね
、
そ
の
亡
良
人
の
墓
罷
で

九
、
と
あ
る
が
こ
れ
は
新
島
八
重
未
亡
人
と
新
島
襄

の
墓
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
0

さ
て
、
新
島
遺
品
庫
に
は
新
島
襄
宛
の
新
井
乙
瓢

(
左
寿
計
名
)
の
書
簡
が
二
通
、
明
治
二
十
二
年
六
月

二
十
五
日
付
で
、
新
島
襄
の
浅
間
山
に
寄
せ
て
国
を

思
う
心
を
う
た
っ
九
1
朝
な
夕
な
峰
に
煙
の
絶
へ

さ
れ
ぱ
山
の
心
根
如
何
あ
る
ら
ん
ー
を
批
評
し
た

、
の
と
、
明
治
二
十
二
年
八
月
二
十
八
日
付
で
、
新

島
の
唐
紙
へ
の
揮
毫
に
対
す
る
礼
状
と
が
あ
る
。
他

方
、
新
井
毫
の
新
島
襄
宛
書
簡
は
七
通
残
さ
れ
て
船

り
、
明
治
二
十
一
年
二
月
か
ら
明
治
二
十
二
年
十
二

月
に
わ
九
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
新
島
襄
が
精
魂
を
傾

け
て
進
め
て
い
た
同
志
社
大
学
設
立
募
金
運
動
に
関

す
る
も
の
、
保
安
条
例
に
て
故
山
に
逼
塞
し
て
い
る
一

心
夷
赦
免
に
対
す
る
新
島
裏
の
尽
力
へ
の
礼
状
、

同
志
社
の
図
書
館
へ
寄
託
さ
れ
た
、
自
由
民
権
運
動

の
志
士
小
宗
信
介
、
沢
辺
正
修
を
記
念
す
る
文
庫

(
明
治
二
十
四
年
十
月
寄
託
、
募
金
協
力
者
三
七

名
、
六
一
九
円
四
十
銭
に
て
購
入
し
た
五
、
一
四
六

冊
)
の
斡
旋
に
関
す
る
事
等
で
あ
る
0
 
八
重
夫
人
に

よ
ろ
し
く
、
サ
ラ
ダ
が
良
い
、
十
皿
い
た
だ
く
か
ら

よ
ろ
し
く
、
と
い
っ
た
愉
快
な
追
伸
も
散
見
す
る
0

明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
一
日
、
大
磯
.
百
足
屋
で

の
新
島
襲
の
、
何
人
か
の
個
人
宛
遺
言
の
中
に
新
井

毫
宛
の
、
の
が
あ
る
。
『
新
井
毫
君
別
ヲ
告
ク
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足
下
二
再
会
し
て
快
活
ノ
談
話
ヲ
聴
ク
能
ハ
サ
ル
ヲ

憾
む
君
余
ヲ
信
し
余
も
亦
君
を
信
す
君
須
く
真
理
ノ

上
二
立
て
不
撰
そ
の
職
分
ヲ
尽
ス
可
ジ
真
理
ヲ
踏
ミ

行
フ
ハ
容
易
の
業
に
あ
ら
す
』
(
徳
富
蘇
峰
筆
記
)
。

新
島
襄
と
新
井
毫
の
出
合
い
で
あ
る
が
、
新
島
襲

の
日
記
に
毫
の
名
が
出
て
く
る
の
は
、
明
治
二
十
年

の
こ
と
で
あ
っ
て
新
島
が
同
志
社
大
学
設
立
募
金
運

動
の
た
め
東
上
中
の
、
明
治
二
十
年
三
月
七
日
で
あ

る
。
こ
の
日
島
田
三
郎
や
吉
野
の
山
林
王
、
士
倉
庄
三

郎
に
も
会
っ
て
い
る
0
 
同
月
九
日
に
も
ま
九
名
が
出

て
く
る
0
 
即
ち
、
新
井
毫
と
会
い
午
後
ま
で
語
っ

九
、
と
。
他
方
、
乙
瓢
の
方
は
新
島
嬰
の
「
漫
遊
記
」

中
、
明
治
二
十
一
年
七
月
二
十
七
日
の
項
に
出
て
く

る
。
新
島
は
病
を
い
や
す
た
め
、
毫
等
に
導
か
れ
て

東
京
よ
り
伊
香
保
へ
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
折
、

新
井
大
人
(
乙
瓢
)
も
同
宿
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
俳
旬
の
教
え
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
0
 
乙
瓢
は
八

月
六
日
に
伊
香
保
を
去
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文

字
の
上
で
は
明
治
二
十
年
、
二
十
一
年
の
頃
に
し
か

毫
、
乙
瓢
の
名
が
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る
が
、
出
合

い
の
伏
線
は
も
っ
と
早
い
時
期
に
存
在
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
0
 
と
い
う
の
は
、
自
由
党
の
大
阪
で
の
別

動
隊
(
板
垣
監
修
「
自
由
党
史
」
に
ょ
る
)
で
中
島
信

行
が
総
理
と
な
る
立
憲
政
党
の
立
憲
政
党
新
聞
の
古

沢
滋
と
そ
の
資
本
の
大
部
分
の
出
資
者
で
、
立
憲
政

党
の
主
脳
の
一
人
で
あ
り
、
明
治
十
五
年
の
板
垣
の

洋
行
費
を
出
し
九
と
い
わ
れ
る
土
倉
庄
三
郎
が
新
島

を
訪
ね
、
土
倉
が
そ
の
二
子
の
教
育
を
托
し
九
の
は

新
島
自
筆
の
「
同
志
社
大
学
記
事
」
に
ょ
れ
ば
明
治

十
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
頃
、
新
井
毫
は
大

阪
に
あ
り
立
憲
政
党
の
客
員
と
し
て
近
畿
間
を
奔
走

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
に
新
島
と
新

井
の
出
合
い
の
伏
線
の
発
端
が
存
在
す
る
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
0
 
な
お
、
土
倉
と
伊
香
保

の
か
か
わ
り
あ
い
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
年
冬
、

士
倉
は
伊
香
保
に
遊
ぴ
翌
二
十
一
年
十
二
月
、
こ
の

地
の
官
有
林
(
後
に
皇
室
御
料
林
)
二
百
町
歩
の
借

用
願
を
出
し
て
伊
香
保
造
林
に
乗
り
出
し
約
十
年
か

か
っ
て
み
ビ
と
な
造
林
を
な
し
た
こ
と
を
付
記
し
て

お
く
。
以
上
こ
れ
に
て
新
収
蔵
の
新
島
書
簡
の
介

の
責
を
果
た
す
こ
と
に
し
九
い
。
(
竹
内
力
雄
記
)

〔
新
島
襄
展
開
催
〕

明
治
の
先
覚
者
の
ひ
と
り
、
新
島
襄
の
遺
品

を
展
示
し
、
そ
の
人
と
な
り
を
顕
彰
す
る
「
新

島
嬰
展
」
が
愛
知
県
犬
山
市
の
明
治
村
三
重
県

庁
舎
二
階
特
別
展
示
室
忙
て
、
五
月
十
日
(
木
)

か
ら
同
三
十
一
日
(
木
)
ま
で
(
予
定
)
開
か

れ
る
。
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